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(57)【要約】
【課題】  被験者の生体情報を取得し、通信回線を通じ
て遠隔に送信する健康情報端末装置において、被験者の
安全のため絶縁を確保し、且つ被験者の操作の煩雑さを
解消し、また使用メモリを少なく抑える。
【解決手段】  測定器は被験者の生理情報を検出し電気
信号として信号処理部１に送信する。この電気信号は光
変換部６によって一旦光信号に変換されて絶縁を確保さ
れた後、再度電気信号に変換される。信号処理部１では
光変換部６を介した電気信号を処理し、回線通信部２が
この生体情報を通信回線を通じて遠隔に送信するので、
絶縁を確保しながら測定器による測定から信号処理部へ
のデータ送信まで一連の処理として実行でき、被験者の
操作の煩雑性は解消できるとともに、使用メモリを少な
く抑えることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被験者の生理情報を検出する測定器から
の電気信号を受信し処理する信号処理部と、前記信号処
理部で処理した被験者の生体情報を通信回線を通じて遠
隔に送信するための回線通信部を有し、前記信号処理部
は前記測定器からの電気信号を光信号に変換して前記光
信号を再度電気信号に変換する光変換部を有する健康情
報端末装置。
【請求項２】  光変換部は、測定器から入力するデジタ
ル電気信号を入力として前記入力信号を再現して出力す
るデジタル光変換回路と、測定器から入力する電気信号
の電圧に比例した電圧を出力するアナログ光変換回路を
有する請求項１記載の健康情報端末装置。
【請求項３】  光変換部は測定器から入力する電気信号
の電圧に比例した電圧を出力するアナログ光変換回路を
有し、前記アナログ光変換回路は入力した電気信号によ
り発光する発光ダイオードと、前記発光ダイオードに対
して電気信号を出力する特性のそろった複数のフォトダ
イオードを有する請求項１記載の健康情報端末装置。
【請求項４】  測定器は被験者に接触して心電図を検出
する心電計を含む請求項１～３のいずれか１項に記載の
健康情報端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は被験者の生理情報を
検出する測定器から生理情報を受信して医師等の遠隔に
通信等を行う健康情報端末装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、在宅での健康管理の重要性から、
被験者が家庭で測定した生理情報を遠隔の医師に通信回
線によって情報送信し、その結果を医師が診断するシス
テムが各種提案されている。これら通信回線とつながる
システムでの課題として被験者が測定器の電極に接触し
ながら生理情報を測定している時に、例えば落雷等があ
っても被験者に危険が及ばないよう絶縁の配慮をしなけ
ればならない。特に心電図のように被験者の体に接触す
る電極が必要な測定には重要な事項である。
【０００３】そのために、例えば特開平１１－９９１３
０号公報に記載されている装置がある。即ち、被験者の
生理情報を取得する計測ユニットと、計測ユニットが計
測データをセンターに送信する際に接続する伝送ユニッ
トを別体として備えたものであり、被験者の生理情報を
取得する際には計測ユニットに電極ケーブルを接続して
その電極を被験者に付ける。また計測データ伝送の際に
はその電極ケーブルを外し、計測ユニットを伝送ユニッ
トに接続して送信する。そして、計測ユニットに電極ケ
ーブルが接続されているときにはその電極ケーブルが邪
魔になって伝送ユニットに接続できない構成としてい
る。そして、伝送ユニットには電話回線や商用電源が接
続されるが、計測ユニットは電池や二次電池を使うこと
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で被験者に危険が及ぶことなく、安全に生理情報の取得
が行えるというものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記従
来の構成では、被験者は計測ユニットを伝送ユニットか
ら分離、計測ユニットで計測、計測ユニットと伝送ユニ
ットを接続、伝送、という手順で生理情報を遠隔に送信
しなければならず操作は煩雑である。また、計測ユニッ
トに取得した生理情報を一旦蓄えるためのメモリが必要
であり、これが例えば心電図や聴診データなど、比較的
長い時間のアナログ的なデータでは大きい容量のメモリ
が必要になる。本発明は前記従来の課題を解決するもの
で、被験者の操作の煩雑さを解消し、また使用メモリを
少なく抑えた健康情報端末装置を提供することを目的と
する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】前記従来の課題を解決す
るために、本発明の健康情報端末装置は、測定器からの
電気信号を光信号に変換して前記光信号を再度電気信号
に変換する光変換部を信号処理部に備えた構成としたも
のである。
【０００６】これによって、測定器で測定された被験者
の生理情報は電気信号として送信され、光変換部により
一旦光信号に変換され再度電気信号に変換されて信号処
理部が処理することになるので、絶縁は確保でき、また
測定器による測定から信号処理部へのデータ送信まで一
連の処理で実行することが可能となる。
【０００７】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は、被験者
の生理情報を検出する測定器からの電気信号を受信し処
理する信号処理部と、前記信号処理部で処理した被験者
の生体情報を通信回線を通じて遠隔に送信するための回
線通信部を有し、前記信号処理部は前記測定器からの電
気信号を光信号に変換して前記光信号を再度電気信号に
変換する光変換部を有する構成とした。
【０００８】この構成により、測定器は被験者の生理情
報を検出し電気信号として信号処理部に送信する。この
電気信号は光変換部によって一旦光信号に変換されて絶
縁を確保された後、再度電気信号に変換される。信号処
理部では光変換部を介した電気信号を処理し、回線通信
部がこの生体情報を通信回線を通じて遠隔に送信する。
したがって、絶縁を確保しながら測定器による測定から
信号処理部へのデータ送信まで一連の処理として実行で
き、被験者の操作の煩雑性は解消できるとともに、生理
情報を一旦蓄えるための使用メモリを少なく抑えること
ができる。
【０００９】請求項２に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の光変換部を、測定器から入力するデジタル電気
信号を入力として入力信号を再現して出力するデジタル
光変換回路と、測定器から入力する電気信号の電圧に比
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例した電圧を出力するアナログ光変換回路を有する構成
とすることにより、ノイズとの区別のわかりやすいデジ
タル的な電器信号をデジタル光変換回路で高速に変換で
き、ノイズとの区別のわかりにくいアナログ的な電気信
号をノイズ除去のしやすいアナログ光変換回路で変換で
き、使い分けることによって、信頼性の高い生理情報の
取得が可能になる。
【００１０】請求項３に記載の発明は、特に、請求項１
記載の発明の光変換部は測定器から入力する電気信号の
電圧に比例した電圧を出力するアナログ光変換回路を有
し、前記アナログ光変換回路は入力した電気信号により
発光する発光ダイオードと、前記発光ダイオードに対し
て電気信号を出力する特性のそろった複数のフォトダイ
オードを有する構成としたことにより、フォトダイオー
ドの一方をモニタ用として発光ダイオードの電流のフィ
ードバックに用いて、絶縁しながら簡易に精度良くアナ
ログ電気信号を再現することができる。
【００１１】請求項４に記載の発明は、特に、請求項１
～３記載の発明の測定器を、被験者に接触して心電図を
検出する心電計を含むことにより、測定に時間を要する
心電図を簡単な操作でメモリ容量を最小限度に抑えて取
得することができる。
【００１２】
【実施例】以下、本発明の実施例について、図面を参照
しながら説明する。
【００１３】（実施例１）図１は本発明の実施例におけ
る健康情報端末装置を説明する構成ブロック図である。
図１において、１は信号処理部であり、体温計、血圧
計、心電計、聴診計などの測定器から被験者の生理情報
を取得し、信号処理する。２は回線通信部であり、信号
処理部１から出力される送信用生理情報を通信回線３を
介して、医師等のいる遠隔に送信する。
【００１４】信号処理部１は測定器と電線で接続する接
続口を２種類備えていて、一つは体温計や血圧計から送
られるデジタルの測定値を受けるためのデジタル接続口
４であり、もう一つは心電計や聴診計から送られるアナ
ログの電圧を受けるためのアナログ接続口５である。デ
ジタル接続口４、アナログ接続口５からはいずれも電気
信号を受信する。
【００１５】信号処理部１は光変換部６を備えていて、
光変換部６は受けた電気信号を一旦光に変換しその光を
再度電気信号に変換するものであり、デジタル光変換回
路７とアナログ光変換回路８を備えている。デジタル光
変換回路７はデジタル接続口４から出力されてくるデジ
タル電気信号を光信号に変換し再度デジタル電気信号に
変換して出力する。アナログ光変換回路８はアナログ接
続口５から出力されてくるアナログ電圧を受け光信号に
変換した後、受けたアナログ電圧に比例したアナログ電
圧に変換して出力する。
【００１６】更に信号処理部１はＡ／Ｄ変換器９、送信
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用生理情報作成部１０を備えている。Ａ／Ｄ変換器９は
アナログ光変換回路８から出力されるアナログ電圧を逐
次デジタル値に変換する。変換したデジタル値は送信用
生理情報作成部１０に出力し、送信用生理情報作成部１
０ではヘッダ情報を付けるなど送信用生理情報に変換し
て回線通信部２に出力する。またデジタル光変換回路７
から出力されるデジタル電気信号は送信用生理情報作成
部１０に出力され、同様に送信用生理情報に変換されて
回線通信部に出力される。
【００１７】次にデジタル光変換回路７について図２、
図３を用いて説明する。図２は例えば血圧計から送信さ
れるデジタル信号波形で、ＲＳ２３２Ｃ準拠、スタート
１ビット、ストップ１ビット、パリティなしでアスキー
コードで「８２」を送信した場合である。図に示すＳは
スタートビットであり、グランドレベルの電圧を０、電
源レベルの電圧を１として送信し、数字の「８」、
「２」を順次送信している。
【００１８】図３は、このデジタル信号を受けるデジタ
ル光変換回路７の回路図の一例である。デジタル接続口
４は、信号線と接続する端子４ａとグランド線と接続す
る端子４ｂより成り、信号線は端子４ａから２つの抵抗
器１１、１２を介してトランジスタ１３に接続してい
る。トランジスタ１３のコレクタ、フォトカプラ１４の
発光ダイオード側、抵抗器１５、測定器電源１６に接続
して直列回路を形成している。この構成により、図２に
示す０が送信されたときにはフォトカプラ１４の発光ダ
イオードは点灯し、１が送信されたときには消灯する。
【００１９】またフォトカプラ１４のトランジスタ側
は、抵抗器１７、信号処理電源１８とともに直列回路を
形成している。送信用生理情報作成部１０はフォトカプ
ラ１４のコレクタと抵抗器１７の間の電気信号を入力と
していて、電源は信号処理電源１８から電源を供給され
ている。この構成により、送信用生理情報にはフォトカ
プラ１４の発光ダイオードが消灯すると電源レベルの電
圧、点灯するとグランドレベルの電圧が入力されること
になる。即ち、元の測定器から送られたデジタル電気信
号がそのまま再現されて送信用生理情報作成部１０に入
力されることになる。
【００２０】ここで信号処理電源１８は商用電源から作
られた電源であり、測定器電源１６は乾電池、二次電池
等、信号処理電源１８とは別に作られた電源である。こ
の構成で測定器から出力されるデジタル電気信号を光信
号に変換し、その光信号を再度電気信号として再現して
いるので、被験者、測定器、電線、デジタル接続口４と
接続されていても商用電源や通信回線から分離されてい
て絶縁は確保され、落雷等があっても被験者に危険が及
ぶことはない。
【００２１】次にアナログ光変換回路８について図４、
図５を用いて説明する。図４は例えば心電計から送信さ
れる心電位を増幅した電圧波形である。図５は、このア
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ナログ電圧信号を受けるアナログ光変換回路８の回路図
の一例である。
【００２２】アナログ接続口５は、信号線と接続する端
子５ａとグランド線と接続する端子５ｂより成り、信号
線は端子５ａからオペアンプ１９と２つの抵抗器２０、
２１、コンデンサ２２より成る発光制御回路を介してア
ナログフォトカプラ２３に入力していて、アナログフォ
トカプラ２３の出力はオペアンプ２４、抵抗器２５、コ
ンデンサ２６より成る受光制御回路を介してＡ／Ｄ変換
器９に入力している。Ａ／Ｄ変換器９では前記受光制御
回路から入力されるアナログ電圧を逐次デジタル値に変
換し、送信用生理情報作成部１０に出力する。送信用生
理情報作成部１０ではＡ／Ｄ変換器９より入力するデジ
タル値にヘッダを付加するなど遠隔に通信するための所
定の書式に変換する。
【００２３】アナログフォトカプラ２３は二つのフォト
ダイオード２３ａ、２３ｂと発光ダイオード２３ｃを１
パッケージにしたものである。ここで二つのフォトダイ
オード２３ａ、２３ｂは発光ダイオード２３ｃの発光強
度に対する出力電流の特性がそろったものである。この
構成でオペアンプ１９は発光ダイオード２３ｃの電流を
調整する。即ち端子５ａの電圧の変化に対して常に受光
ダイオード２３ａの両端の電圧が０になるように作用す
るので、端子５ａの電圧をＶｉｎ、抵抗器２０の抵抗値
をＲｉｎとしたときフォトダイオード２３ａを流れる電
流Ｉａは、
Ｉａ＝Ｖｉｎ／Ｒｉｎ
となる。
【００２４】また、もう一方のフォトダイオード２３ｂ
の両端の電圧も０になるように作用するので、フォトダ
イオード２３ｂに流れる電流をＩｂ、抵抗器２５の抵抗
値をＲｏｕｔとするとオペアンプ２４の出力電圧Ｖｏｕ
ｔは、
Ｖｏｕｔ＝Ｉｂ・Ｒｏｕｔ
となる。ここでフォトダイオード２３ａと２３ｂの特性
がそろっているので、フォトダイオード２３ａを流れる
Ｉａと２３ｂを流れる電流Ｉｂはほぼ等しいものである
ために、
Ｖｏｕｔ＝Ｖｉｎ・Ｒｏｕｔ／Ｒｉｎ
となり、アナログ入力電圧を光信号に変換し再度電気信
号に変換したときに、元のアナログ入力電圧に比例した
電圧を出力と得ることができる。ここでコンデンサ２
０、２５は不要なノイズ成分をカットするフィルタ効果
のために付けているものであり、抵抗器２２は発光ダイ
オード２３ｃに流れる電流を規制するために付けてい
る。
【００２５】また図３と同様に信号処理電源１８は商用
電源から作られた電源であり、測定器電源１６は乾電
池、二次電池等、信号処理電源１８とは別に作られた電*
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*源である。この構成で測定器から出力されるアナログ電
気信号を光信号に変換し、その光信号を再度電気信号と
して再現しているので、被験者、測定器、電線、アナロ
グ接続口５と接続されていても商用電源や通信回線から
分離されていて絶縁は確保され、落雷等があっても被験
者に危険が及ぶことはない。
【００２６】以上説明したように、光変換部６により電
気信号を光信号に変換した後、再度電気信号に変換して
いるので絶縁を確保でき、また測定器から出力される電
気信号は同時に送信用生理情報作成部１０に入力できる
ので、被験者の操作の煩雑性は解消でき、更に一旦メモ
リに蓄える必要もなくメモリ容量を低減することができ
る。
【００２７】更に、デジタル光変換回路とアナログ光変
換回路を備え、測定器から送信される電気信号の種類に
より使い分ける構成としているので、アナログ電気信号
はフィルタ機能で不要なノイズ成分をカットでき、デジ
タル電気信号は高速で送信することができる。また特性
のそろったフォトダイオード２３ａ、２３ｂを使ってい
るので、アナログ電気信号を絶縁して送信することがで
き、心電図のような測定に時間を要するものを同時に送
信用生理情報作成部１０に入力でき、使い勝手は向上す
る。
【００２８】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、絶縁を確
保しながら測定器による測定から信号処理部へのデータ
送信まで一連の処理として実行でき、被験者の操作の煩
雑性は解消できるとともに、使用メモリを少なく抑える
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例における健康情報端末装置の構
成ブロック図
【図２】同健康情報端末装置に測定器から送られるデジ
タル電器信号波形図
【図３】同健康情報端末装置のデジタル光変換回路の電
気回路図
【図４】同健康情報端末装置に測定器から送られるアナ
ログ電器信号波形図
【図５】同健康情報端末装置のアナログ光変換回路の電
気回路図
【符号の説明】
１  信号処理部
２  回線通信部
６  光変換部
７  デジタル光変換回路
８  アナログ光変換回路
２３ａ、２３ｂ  フォトダイオード
２３ｃ  発光ダイオード
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